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歴史的チャンス大阪から創ろう 

 

大
き
な
歴
史
的
前
進
で
す
。
十
月
二
十
三
日
、
国
連
第
一
委
員
会
は
、「
二
○
一
七
年
三
月

と
六
月
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
を
す
す
め
る
国
際
会
議
を
開
催
す
る
決
議
」
が
圧
倒

的
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
月
初
旬
に
は
、
国
連
総
会
で
可
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
国
連
史
上
初
め
て
の
歴
史
的
決
議
に
、
安
倍
内
閣
は
反
対
票
を
投
じ
、
国
際
社
会
と 

国
民
か
ら
大
き
な
批
判
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、
来
年
開
か
れ
る
「
国
際
会
議
」

に
向
け
て
、
大
阪
で
の
独
自
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
連
史
上 

 
 

初
め
て
の
歴
史
的
快
挙 

  

毎
年
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
中
心

と
す
る
非
同
盟
諸
国
や
メ
キ

シ
コ
な
ど
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連

合
は
、
核
兵
器
禁
止
に
関
す
る

決
議
を
提
出
し
て
き
ま
し
た

し
か
し
、
明
確
に
「
多
国
間

の
交
渉
」（
核
兵
器
禁
止
条
約

を
さ
す
）
こ
と
や
三
月
二
十

七
日
、
六
月
十
五
日
と
二
回

開
催
す
る
日
が
入
っ
た
決
議

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
画
期

的
な
こ
と
で
す
。
採
決
は
、

賛
成
国
一
二
三
カ
国
、
棄
権

 

 

被
爆
国
日
本
が 

 
 

反
対
に
抗
議
の
声 

  

世
界
中
の
国
々
か
ら
日
本 

の
態
度
に
、
世
界
中
か
ら
批

判
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
採
決
に
反
対
票
を
投
じ

た
佐
野
利
男
・
軍
縮
大
使
は 

 

「
核
保
有
国
と
非
核
国
の
間 

に
溝
が
生
ま
れ
る
の
で
、
日

本
と
し
て
は
反
対
し
ま
し

た
」
と
、
国
連
第
一
委
員
会 

の
議
場
前
で
答
え
ま
し
た
。 

明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
が
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
な
ど
同
盟
国
に
「
反
対
」

す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
る
た

め
の
文
書
に
応
え
た
も
の
で

す
。
安
倍
内
閣
は
否
定
し
た

も
の
の
、
今
こ
の
文
書
が
明

ら
か
に
な
っ
て
お
り
世
界
中

か
ら
非
難
の
的
に
な
っ
て
い

ま
す
。
大
阪
原
水
協
は
、
五

千
枚
の
抗
議
ハ
ガ
キ
を
用
意 

ー 
 

十
六
、
反
対
は
、

三
八
カ
国
で
し

た
。
反
対
国
は
、

ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ

ア
な
ど
核
保
有

国
と
そ
の
同
盟

国
で
す
。
中
国
は

世
界
の
動
向
を

重
視
し
棄
権
に

回
り
、
北
朝
鮮
は

賛
成
国
に
回
り

ま
し
た
。
核
兵
器

保
有
国
は
、
世
界

の
国
々
に
反
対

の
工
作
を
行
い

ま
し
た
。 

し
、
安
倍
内
閣
へ
の
抗
議
を

よ
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名 

 

で
核
保
有
国
の
包
囲
を 

  

こ
の
決
議
を
生
み
出
し

た
の
は
、
被
爆
者
と
国
民
平

和
大
行
進
や
世
界
大
会
参

加
を
取
り
組
み
続
け
た
私

た
ち
の
運
動
で
す
。
ま
た
粘

り
強
く
続
け
ら
れ
た
国
際

活
動
で
す
。
昨
年
の
大
阪
か

ら
の
百
五
十
名
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
行
動
は
国
連
第
一

委
員
会
の
「
作
業
部
会
」
設

置
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今

こ
そ
、
被
爆
者
と
と
も
に
署

名
を
す
す
め
る
大
運
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
国
際
会
議
が
来
年
に 

 

ちひろカレンダー 

３６４０本突破！ 

 

二
○
一
七
年
い
わ
さ
き
ち

ひ
ろ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
普
及
が 

急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
十
一
月
三
十
日
現
在
、

３
６
４
０
本
に
到
達
し
て
い

ま
す
。
各
分
野
ご
と
の
到
達

は
、
く
れ
な
い
（
新
婦
人
）

は
１
５
２
０
本
、
地
域
原
水

協
・
各
民
主
団
体
は
１
４
１

８
本
、
労
働
組
合
関
係
が
６

９
６
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
で
は
６
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
普
及
で
は
、

あ
ら
た
に
、
ち
ひ
ろ
カ
レ
ン 

ダ
ー
を
取
り
組
も
う
と
。
日
本

共
産
党
東
大
阪
の
後
援
会
、
原

爆
詩
朗
読
グ
ル
ー
プ
、
堺
市
視

聴
覚
障
害
者
の
会
な
ど
が
奮
闘

さ
れ
て
い
ま
す
。「
来
年
の
カ
レ

ン
ダ
ー
は
、
表
紙
が
赤
い
服
を

着
た
女
の
子
で
と
て
も
か
わ
い

い
し
、
カ
ラ
フ
ル
で
す
」
の
評

判
で
、「
普
及
し
や
す
い
」
の
声

が
た
く
さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。 

い
よ
い
よ
十
二
月
に
入
り
、
カ

レ
ン
ダ
ー
普
及
も
ラ
ス
ト
ス
パ

ー
ト
の
時
期
。
５
０
０
０
本
め

ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 
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今こそヒバクシャ国際署名集めよう！ 
 

十
一
月
二
十
九
日
、
西
淀

川
原
水
協
の
署
名
宣
伝
行
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
西
淀
川
区
内
の
千
船
（
ち

ふ
ね
）、
御
幣
島
（
み
て
じ
ま
）

姫
島
、
Ｊ
Ｒ
塚
本
駅
前
の
四

カ
所
で
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
西
淀
川
原
水
協
は
、
今

訴
え
ら
れ
て
い
る
ヒ
バ
ク
シ

ャ
国
際
署
名
を
区
民
過
半
数 

二
万
三
千
筆
を
集
め
よ
う
と

奮
闘
し
て
い
ま
す
。「
戦
争
法

反
対
」
署
名
は
、
全
戸
ロ
ー

ラ
ー
作
戦
を
行
い
、
区
民
過

半
数
の
署
名
を
集
め
き
り
ま

し
た
。
西
淀
川
労
連
の
ス
マ

イ
ル
西
淀
・
執
行
委
員
長
の 

矢
野
正
之
さ
ん
は
、
「
こ
の

大
事
な
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
も
区
民
過
半
数
を
め

ざ
し
ま
す
」
と
、
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
署
名
宣
伝
行
動
に

は
、
寝
屋
川
原
爆
被
害
者
の

会
か
ら
被
爆
者
の
松
山
五

郎
さ
ん
（
八
十
七
歳
）
が
参

加
し
、
被
爆
者
と
し
て
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。 

 
「
広
島
二
中
四
年
生
で
味

わ
っ
た
生
き
地
獄
。
そ
の
日 

は

一

年

生

が

建

物

疎

開
に
。
三
百

六

十

人

全

員

が

な

く

な

り

ま

し

た
」
の
訴
え

が

あ

り

ま

し
た
。
署
名

は

四

カ

所

合

計

六

十

九

筆

が

寄

せ

ら

れ

ま

し
た
。 

２０１７年関西原水協学校・奈良 

１２月６・９行動 ヒバクシャ国際署名を 

１２月６日（火）１２時～上六 

西
淀
川
、
被
爆
者
も 

深
く
学
ん
で
元
気
百
倍
！ 

 

ＪＲ塚本駅前で訴える松山五郎さん 

☆２０１７年１月２８日（土）２９日（日）、奈良 
で「２０１７年関西原水協学校」が開催されます。

歴史的な年にふさわしい豪華講師陣から深く学び

ましょう。 
☆第１日目 １月２８日（土） 
○第１講義 川田忠明・日本原水協全国担当理事 
「北東アジアにおける平和と非核化の展望」 
○第２抗議 藤原精吾・ノーモア・ヒバクシャ訴訟

                  弁護団長 
「被爆者の現状とノーモア・ヒバクシャ訴訟の展

望」 
☆第２日目 １月２９日（日） 
○第３講義 安井正和・日本原水協事務局長 
「核兵器のない世界のとびらを開こう」 
   （２０１７年の原水協の活動） 

 

全
国
事
務
局
長
会
議
で
熱
い
討
論
続
く 

２０１７年

 

十
一
月
二
十
二
日
・
二
十

三
日
の
二
日
間
、
日
本
原
水

協
で
「
全
国
事
務
局
長
会
議
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
阪
原

水
協
か
ら
小
松
事
務
局
長
が

参
加
し
、
議
長
を
務
め
ま
し

た
。 

 

討
論
の
内
容
は
、「
歴
史
的

な
年
で
あ
る
２
０
１
７
年
を

ど
う
運
動
を
す
す
め
る
の
か
」 

で
熱
い
討
論
が
続
き
ま
し
た
。 

ま
ず
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名 

を
取
り
組
む
広
範
な
組
織
を

被
爆
者
と
ど
う
作
っ
て
い
く

の
か
、
議
論
が
続
き
ま
し
た
。 

自
治
体
、
連
合
、
創
価
学
会
の

み
な
さ
ん
と
の
共
同
が
紹
介 

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
来
年
の 

六
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行

動
を
ど
う
取
り
組
む
の
か
、

こ
の
六
月
に
中
央
集
会
と

各
県
で
の
集
会
な
ど
の
イ

メ
ー
ジ
を
議
論
し
ま
し
た
。 

五
月
に
は
二
○
二
○
年
Ｎ

Ｐ
Ｔ
準
備
委
員
会
の
国
際

活
動
も
あ
り
、
超
多
忙
な
２

０
１
７
年
に
つ
い
て
豊
か

に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
組
織

財
政
の
在
り
方
も
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 


